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Abstract 

The 8 th Japanese Antarctic wmtenng 

party led by Dr. T. ToRn consists of 24 

memben, of which 14 are scientists and the 

1est logistics supporters. The party wa'> or

gamzed succeeding the 7th wmtermg party, 

with its project centered on aeronomy and 

biology. 

I terns of obse1 vation are as follows 

crn,m1c rays, aurora and air glow, 10nosphe1 e, 

atmospheric emissions over a wide range of 

radio frequencies (ELF, VLF, LF, RF), geo・

magnetism, meteorology, natural earthquake, 

biology, glaciology, geomorphology, geochem-

1stry, etc. 

Construction for the second year after 

the renovation of Syowa Station mcluded 5 

buildmgs aeronomy laboratory, mess hall, 

balloon inflat10n shed, garage and air tra田c

control building. 

Keeping pace with the improvement of 

facilities at the base, consumption of water 

has increased. Unfortunately, a break de

veloped m a small reserv01r, so that the water 

supply for the summer season was dependent 

on puddles on sea ice around the base. 

Electric power was supplied by a separate 

20KV A generator for scienti白C mstruments 

in order to prevent electric noise, and the 

45KV A generator was used for general pur

poses. Shortage m power supply suggested 

the need for mstallat10n of another generator. 

Two日eld tnps were made to the foreign 

stations. One trip was to Molodezhnaya 

Stat10n from August 17 through September 

2, 1967. The tnp, which covered the course 

along the east Prmce Olav Coast, was de

signed for observation of gravity, geomor

phology, glaciology, biology and geochemistry. 

The other mland traverse was undertaken 

from November 5, 1967 through January 15, 

1968. The course ran along the longitude 

43°E to latitude 75 ° S and then direct to 

Plateau Station, havmg carried out the ob

servation of meteorology, glaciology, geomor・

phology, geomagnetism and geochemistry. 

VLF observat10n was not performed because 

of a trouble m machmery. The party re

turned to the base by the same route. 

Cooperation and help extended by the 

＊千葉工業大学. Chiba Institute of Technology, Narashino, Chiba-ken. 
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U.S.A. and USSR parties durmg the field 

t11ps are gratefully acknowledged bγthe 

Japanese wmtenng party. 

Regular communications with l\1awson 

Station on meteorological data were made 

five times a day. Data on seismology, K・

indices, cosmic rays, etc. were exchanged 

between the base and U.S A., New Zealand, 

Australian, French, and USSR stations. In・

format10n supplied from IUWDS through 

1. は じ

Mawson on geoalert and geocast was very 

useful for the aeronomy group at th凶 base

On February 9, 1968 the body of the late 

Dr. Shm FuKUSHIMA was discovered on the 

west Ongul Island, 4.2km from the base, 7 

years and 4 months after he was reported 

missmg He had gone out of a mess hall 

on October 10, 1960 and got lost m the bhz圃

zard on his way back. The ramams we1e 

cremated on the spot with Buddhist ntes 

め

1965年6月， 日本学術会議南極特別委員会（南特委〉で立案され， 文部省南極地域観測統

合J住進本部で決定した長期観測計画案に基づ、いて， 第・8次南極地域観測隊の也冬；十両は準備

された． そして1966年12月 1 日， 東京Aきを出発した砕氷艦「ふじJ「土， 往路オ ー ストラリア

のフリ ー マントノレ迅で、最終の物資調達を行ない， 昭和基地へと向かった

氷海突入後は， 息地への；立入作戦が順調に；fiみ， 1767年1月 7 n 一番械ぷ昭和基地へ11z

び， 続し、て 1 月14日， 「ふじJは昭和基地へ按岸することにr;）と功した この早期のJ幻辛口比功

によって， 懸念された多量の建設機材の輸送も予想以｜二に早く行なわれて， 立地のj水充整備

作業， それに伴う増設の観測諸器材の設置も， 2月上旬にはほぼ完了した これは， 同列｜涼

全員の総合力が充分に発障されたことと， また「ふじ」艦長松浦一 佐以ド全乗組員の絶大な

協力があった所産と考えており， 関係各位に厚く御礼申しあげる次第で、ある

第8次隊の越冬観測は， 第7次隊につづいて， 生物学と超高層大気物四学の二部門が， と

くに重点観測項目となっている 新たに宇宙線中性子観測がスタ ー トしたほか， 地磁気， 電

波科学， 地震の各部門にもさらに観測項目が追加されたが， これらは第7次隊から引継いた

諸観測とともに順調に観測を行なうことができた しかし、 潮汐の観測が越冬の中頃より装

置故障のために中断したのは残念で、あった

一方調査旅行も， tri氷の不安定な秋を除いては， 計画通りに行なうことができた 基地周

辺においては， ラ ソグホブテ， スカルブスネス， スカー レンの各地区， また東部プリンス ・

オラフ沿岸はマラ ジョージナヤ基地（67°40'S, 45 °51'E) まで， また内陸調査はプラト ー

基地（79°15'S, 40 °30' E) までの調査を実施することがてきた ただし， マラシ ョ ー ジナ

ヤ基地からの帰途， 新宿岩地域調査のとき，（16:氷が剖れてK D20B;IJ_雷＿［二：市（9号車）を水浸
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させた ことは，調査計画にも支障を与えて残念であった．

以上のように， 第8次越冬隊の計画は，基地観測ならひに調査旅行について，ほぼ計画通

りに実施てきたものと考えている．なお，第9次隊との交代を前にして， 1968 年2月9 日，

西オングノレ鳥において， 故福島紳隊員の遺体が発見された. 1960年10月10日， 第4次隊で越

冬中に行方不明となって以来，7 年4カ月 日に発見されたのてある．現地においてだびに付

し， その遺骨と共に帰国できた ことは， 当時の責任者てある著者にとっては， 感無量なもの

があった．謹しんで同氏の御冥福を祈る 次第である ．

第8次越冬隊の行動概要は次の通りである．

1966年12月 1 日 東京港出発

1967年1月7 日 第一 便昭和基地飛行

1967年1月14日 「ふじJ昭和基地接岸

表1 越冬隊編成表

一

一

一

仏斗
牛L

属一
3一

一

会
会

一
学一

一

〉
）
〉

〉
話
話

一
取一

一

明

耕一問
疎

開一日
間一
吉
明

一
正一

一

館
館
大

屋
製
重

製
電
電
会
紙
大一

一
葉一

一

物
物
京

古
松
菱

立
本
本
条
和
京一

一
汗一

所
a

一

所
学
博
博
東
学

名
小
三

日
日
日
東
大
東一

一
（一

究
学←
学
学
究
大
学
学
（

大
学

（
（
（

（
（
（
（
（
（一

所一
省一
庁
庁
研
大一
大
大
研
屋
科
科
省
道
大

省
省
省

省
省
省
省
省
省一

一
城一

明

ι
t

話

器

謹

諸

諸

説一

一
歴一
④一

3

一

一

5

一

一
’一

丸
7
一

③

④－

し

一

一
つω一

44F a
一

一

44

一

隊一
ー
と

1
④
一

2
7

④
2

←

2

④
一

引一
川
「
パ
ハ
川
口

引i
U
引
川
U l
汀
U
U
U
引

引一

・
干一
4一
4
4
4
2一
2
3
3
2
3
3
2
4
3一
3
3
3
3
2
2
2
2
3
Z一

計
三
七
引
引
引
引
U
U
幸
雄
郎一

一

一

一

一

二一

一
欽一
勇
秀
正
克一
喜
威
一
正
貞
孝
浩

栄一

真
義

正
三
律
和
武
誠一

一
居一
野
西
瀬
沼一
田
沢
田
野
口
合
上
回
目一
瀬
渡
木

賀
原
部
木
田
戸一

号一

一

一

牟

一

一

日一
鳥一
大
中
大
神÷
石
平
西
国
川
星
井
石
吉一
広
石
岡

多
宮
渡
鈴
松
池一

門一
学一
象
象
層
理一
層
層
層
層
象
物
物
学
学一
療
械
械

械
信
信
理
般
般一

部一
化一

t
物一

一

一
一
一

←

一

旬

一
高
高
高
高

一

－

当一
球一

球一

一

営
営一

」
凶

111H川崎北はJ
11

機
j

通
調
設
設一

分一
長一

定
常
観
測
一

研

究
観
測

一

一

一

1
1
11

1

1 1
1
l
i
I－
！一

設

部

門

区一
隊一

組

制

部

門

一

。印は越冬，年令は1966年現在



4 鳥 居 鉄 也

1967年2月6 日 「ふじJ昭和基地離岸

1967年2月10日 第8次越冬隊成立

1968年2月10日 第9次越冬隊と交代

1968年3 月13日 帰国

隊員の編成と担当は，表1 に掲げる．

2. 第8次越冬隊の運営方針

〔南極資料

観測の実施にあたっては南特参の方針に従い， また一基地施設の運用については国立科学博

物館内， 南極観測計四専門委員会（以下専門委という〉の方針に沿って行なうこととした．

しかし， 第7次隊からの中継ぎと， 現地の状況を勘案して，�lb地保全およひ

については， 芳千析しい構想、を加味することとしたー

！家の運営を円滑に， また能率的に行なうために， 大瀬隊員を観測部門主任， 吉田隊員を設

営部門主仔，Jf[口隊員を隊長付として委嘱し， 隊長を補佐してもらうこととした また毎月

2日， 昼食後間訓連絡会と設営連絡会をひらき， 意見の交換， 要望事項， 連絡事項などを怠

たんなくfHしてもらうこととした さらに必要に応じて全体の会議（会，mと称す〉を開き，

隊の運常方針を碍認することとした 越冬生活においては， 8次I�（にIf点のおかhた基地観

測を円滑に実施できるよう， 観測優先主義を強調した． 当然とはいえ， これをIJ]j碓にしてお

くことは， ともすれば極地生活にありがちな隊員平等思想が是正されると信じたからである

従って墓地観測についても， また京地外の観点iJ活動にしても， 観測部門が希望するプロンノ

ェクトは， 全員の全面的なサポートが得られる休f!il］がとられたものと信ずる

一方， 墓地生活を安全なものとするため， 初めての試みであるが， 保安のための夜勤当夜

（主として機械担当者〉， ライフロープ， 街灯， 照明灯の刀置を徹底的に実行した

野外調査旅行については， 内陸調査とプリγス ・ オラフ沿岸の調在を二本の柱として実施

する方針をとった そして全隊員が南極の調査旅行を理解するように， 隊員が一回は旅行に

参加できるようにし， 努めて関連ある旅行すこは参加させることとした 隊員が一度でも旅行

の経験をもっておくことは， 春の長期内陸旅行に対する認識を深めるのに役立つのと， また

極地のきびしさを経験し， ややもすれば基地生4で陥り易い自然への警戒心のゆるみを！万ぐ

ために有意誌で、あると考えている．

3. 観測部門の概要

t� 8次｜改は， 第7次l涼の武弘隊長とiti議の末. 2月1日から定常観測と－ ？＼［5の研究観測を
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第8次越冬隊観 側実施状況表2

＊印：新規研．研究観測定：定常観測
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i 
I 二三 ιii -;-t�寸弓ぶ戸；·；－；；�川主�；；－－

＂
： 1 ムム

一
�

－ : -;-; ; ; -; ；山
一

学，生物調査 I 調査

（注〕 Kカブ ー ス 観測用カブー スそり，Sカブ ー ス メスカブー スそり，Lカブ ー ス 便所用カフ
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引継し 、 だ． そして新観測棟を新設の結果， 移転を行なった地磁気， 極光， 電波科学などの研

究 部門も， また新設された宇宙線中性子観測 部門も， 2 月末 までに調整が終り， 3 月 1 日 か

ら木格的な観測体制jに入った ． 寒 地観測は， 年間を通じ て順調に行なわれたものと思う． こ

れは ， 越冬初期に観測述絡会を巨｛i l 、て， 各部門の実施計画を討 議して， お互いの理解と調整

をはかり， 関連観測部門のチ ー ム ・ ワ ークをとった こ とが大きく影響 していると思う とく

に超高 層大気物理学の諸部門は， 極光， 地磁気， 宇宙線， 電波科学， 電離層関係の 6 名の隊

員が， 密J妾な連絡をとって 協力し合い， 能率をあげ
、
た点で、効果があったと思う

地震観測は， 国際協力という面からみると， 越冬中もっとも活発にa情報交換が行なわれて

い る ． 昭和基地からは， 基地開設いらい初めて読みとり テ ー タ を USCGS と南極の全地震観

測基地へ送り， また USCGS， パ ー ド ， ス コ ッ ト ， ミ ー ル ヌ ィ ， デ ュ モ ン ・ テ ュ ル ピ ル， ウ

イ ルクス ， 南極点の各基地より テ ータ を受けた こ れらの基地からの デ ー タ 受信 監は， 外 国

基1也との年間通信畳のうち， 気象 デ ータ を除いた45%を 占 めており， 観点lj点の少ない東南極

大陸て昭和立地の役 目 が大きい こ とを 感じ させられた ミ ー ル ス ィ 以内， 90 ° E から ウ ェ テ

ル海 まで， 経度差にして 135 度の問に ， 昭和基地， ノ ボ ラ ザ レ フ ス カ ヤ ， サ ナ エ の三基地で

地震観測を 行なっているが， 現地で読みとりをしたのは， 昭和基地だけてある 日 木の地震

学の水車からみて も ， 昭和基地には毎年専門家を越冬させるべきだと考え る

重点観測j項目としての生物学も， 2 名の隊 員が第 7次隊につづいて越 冬したが， 施設拡張

の結果， C B i束 （化学生物研究室〉 が研究室となって使用できたので， 研 究がやり易くなり，

成果もあげたと思う しかし， 微生物部門の低温清養室が不仙 で、あって， 今後の改善治、望 ま

れた ．

生物の研究試料の採集は， 基地の フ ィ ゾ ュ ホー ルハ ッ ト ， タ イ ド ク ラ ッ クの 2 点のほかは，

地球化学， 地理の各部門と共同で行なった ． 越冬観測において， 基地周辺の調 査を必要とす

る 部門がある場合には， 共同研究者が し 、 る こ とは研究の能率をあげる． 今回上記三 部門で，

西 オングル ：自の大池を毎月 1 回定期観測を行なったのは， 初めての試みであるが， 南極の本

閣についての基礎テ ータ をとる点て成 功している

；品j査旅行については， 内陸 （プ ラ ト ー 基 地往復〉 ， リ ュ ツ ォ ・ ホル ム 湾露岩地域 （ ラ ンク

ホ ブテ ， ス カ ルブスネス ， ス カ ー レン〉 ， 東部プリ ンス ・ オ ラ フ 沿岸 （ マ ラ シ ョ ー シナヤ基

地 まて〉 の1.JiD杏を重点とした とくに， A地周辺のJ山学品！？在は極 力 実施したL 、 考えて スタ ー

卜 した

し か し ， 以 （ :3 ）� ～ 5 月 ） の 向7}(_;i-,Jc刈A 子世I _Lよ いこ忠く ， 1.J,\j査旅 （ J はすべて冬以降に持ち
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越 さ れ る 見通 し が強 く な っ た の で ， 厳冬期を 内陣 旅行 の た め の デ ポ旅行に利用 す る こ と と し

た ． そ し て . :=i 月 ド句 ， 7 月 下旬 と 9 月 l二旬 の 3 回 に ． 内1s，主旅行用 の燃料の テ ポ を ， JSj也か

ら そ九そ れ128km , 233km の 地点 に 行 な っ た ．

一一方 、 8 月 中 旬か ら 9 月 初 め に かけ て ， 小型雪上 半 3 台 で東 プ リ ン ス ・ オ ラ フ 沿岸にそ っ

て ， ゆ氷 上を走行 し て マ ラ シ ョ ー ／ ナ ヤ 立地 主 て の 海岸被を 調査 し た こ の 旅 行で祈南岩 ，

日 の 出 岬 ， あ け ぼの 岩 の 3 地 区 に つ い て ， 冬期の 概査を 行な っ た ま た ， 10 月 と旬 に は ラ ン

ク ホ ブ テ か ら ス カ ー レ ン 地 区 支 で ， J也理 ， �t 物 ， 地球化学の ヨ ；，�i5門に よ る ；Jli1交を ：｛ 1 Iぶ っ た ．

11 月 か り 行なわれた 内企勘定竹 に つ い て は 後述す る

冶
‘
9 次｜添 の 輸送や 基地整備が ー段落 し た 1 月 末 に ， ヘ リ コ プ タ ー に よ っ て ス カ ー レ ン ， ラ

ン ク ホ ブ デ 地 区 ， お よ び 日 の ／ tl 岬 ， あ け ぼの 岩 地 区の 夏季 p周査を 行 な っ た 治 8 次｜援が越冬

I j=r に ミ の 地 区 の r,J,1J査を 行 な っ て い る の て ， 夏 の 副！氷却j を 干！J YH し て f i な っ た こ の 調査計回 は ，

q 物 ， 地球 ｛じす ‘ J也学 関係者に と っ て 有吉；立て あ っ た

今 後 . J由宇や手，－ 物t,H 'l の 州 究 の た め に ， 交 の Jぷ岸fl争に ヘ リ コ プ タ ー を 利 用 す る 観測計五目 を

た て る こ と は ， 早 急 に具 体 化す べ き i :-: J;wて あ る と 漏 出 し て い る よ 2 に観 ，lllJ災施状況を ， ま

た｝＜ �） '.f:：， よ ひ ム 4 i� 11liHtJ11d j の 概要を ；J： す

ιl . 内 ！述 調査 旅 行 に つ し 、 て

与1 8 ,J.司法 しt r,w1_1i 委 の F＇� I；十 fl)t1i!f Ji 12 1- iこ JrLつ い て ， ；'l i7J 基地か ら 52° E ま て イピ地磁気 －F 午刊に

沿 っ て ：！〔 み ， そ れ よ り 市 f し て 75°
s )f !nJ ま で h よ そ l. 500kmを 、fits TIEす る ）j]iれど と っ た

こ の た め 心 t'Jr し く 平 備 し た 大 l【lj ) [ J二 ， 1 1 K D 60�i'I 2 台 を 「ふ し J 以 ＼｝f�－ ＇－十1 1 こ大l�ci� 上fif (, ,.,., j月

比 し た ＼， 、 ）j針 て あ っ た が 上限点、 付 近 の iFIJ深 nnh�fjJ＼ 不充分であ っ た た め ， 失現 の 五li ひ に至 ら

ケ か っ fニ

。＇1； っ て ， d!J氷�j，」 {J［の 不安ヌc℃ あ っ た b 月 七民 主 て は ‘ ｜人J f}k n)(tj五） ｜ ！ と し て は IJ 寸えさ； i 1p C Or 1F 

K C 20J!.'J 12 , 13号 ， 既存 K D20tW 7 .  9 号〉 を 斤J ＼. 、 て ． 主 と し て 上院点か ら の ク レ パ ス ，n； を

抜け る 内陸へ の旅 行 ノレ ー ト 設定や 。 �－－ f'ii5の燃ハテ ポ に Jlts1、 を お く こ と と し た

11,1.、岸 iニ！こI V二 ヘ リ コ プ タ ー に よ っ て ． H色十点付 近 の ク レ ハ ス ； ； ； を 3 ltll に わ た っ て 空 i ド ｛貞雪と し た

／） ； ， そ の 結 沢 和：米の 内陸近 入 ル ー ト を 大幅に変ヲご し て ， 昭和I Y.,J也 ＜ J 片1 の 卜段点 と ， と っ つ

き 山1￥ を 討 I ふ いJI注 fil�を ；立 入 ノレ ー ト と し て ，d」J こ と と し た こ の ゾ了主 f に J,L") （ 、 て ‘ 5 H 泊 、 ら 9 ) J  

よ さ で に 予 備 11/r'iJ°ffす かね て 3 回 の テ ’t;hf� 行 ケ ヲヲ色 し た そー し て ， 本｜；去 の I U j色予三と を 10 月 末 と

し fニ
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と こ ろが 8月下旬の東プ リ ン ス ・ オ ラ フ沿岸調査旅行中 ， 専門委 内陸調査計画部会か ら ，

内陸旅行ル ー ト を大幅 に変 更 し たし 、 意 向 を 受け取った ． この主 旨は， 1966 年12月から ソ 連隊

によっ て 行なわれた ト ラ パ ー ス ル ー ト （マ ラ ジ ョ ー ジ ナ ヤ基地ー到達不能点ー ノ ポ ラ ザ レフ

ス カヤ基地〉 と ， 日 本隊の南 下ル ー ト が重複 しないように， 少 し 間隔を と る と い う こ と であ

る ． このル ー ト の変更に ついては ， 第 9 次隊の極点旅行に も 関係す る ので， 現地で も 充分に

その意見を尊重 し て旅行案を検討 した. 8月末になっ て から旅行ノレ ー ト 変 更の問題がおきた

こ と で ， 現地で も 困 っ た問題 も おきた． そのー，二を述べて おきたい ．

9 月 16 日 から第 3 回 目 の デポ隊が出発 し たが， この と きはル ー ト の変 更を 内地 と 接渉中で

あったので ， 旅行隊が デポ点（ 5月設定， 69°06 . 9' S , 42 °28. 6' E） に到達 し たと き は， 当

初の計画通り， 子午線沿いにその ま ま直迭すべきか， あ る いは析 しい構想の 43 °E に沿 う 南

下ル ー ト をと る かで， その進路の選定 に苦 しみ ， 旅行｜援の行動が停滞す る こ と も あった ．

また春の大旅行については， その計画の遂行 ｜二， 日 本隊のス ケ ジ ュ ー ル を ソ 連， ア メ リ カ，

オー ス ト ラ リ ア の各基地へかねて 通報 し て いたが， 細部の打合せを行な う 段階 に入って ， 大

旅行 出発問 ぎわ まで決定的な交渉ができなくて 支障をきた し た． こ れは， プ ラ ト ー 基地， マ

ラ ジョ ー ジ ナ ヤ基地と し て も ， 日 本隊との協力については ‘ すべ て 本 国 に疋式に連絡 し た上

で行な う 建前であ る ので， 日 本隊の最終旅行計画案を再三問合せて 来ていた ． これに対 し て

の返信がおくれ る 一方， 昭和基地側からは出発を 前に し て ， 具体的な連絡を活発に行 なわな

ければならない現状であ っ た．

しか し， 上品のノレ ー ト 変更案は， 結果的には現地の立場からみて も ， 実施の面では適切な

も のであったと信ず る ． これは， 第 8次隊の 9月まで の旅行結果からと ， ソ 連隊などから得

た内陸情報によってその感が強い ．

す な わ ち ， 昭和基地 対岸の内陸には ， 沿岸から200km ぐらい東方 までは ， かなりの ク レハ

ス 市が存在 し て いて， 大型雪上車の走行に 制約があ る こ と ． ま た 地磁気子午線沿いに 55°E

方向 への原 案 に従う と ， ク レパ ス 帯に突込む こ とになり， 航空機を利用 し て 空中｛貞条を行な

いながら前進 しなければ ， かなりの危険性を伴う難 コ ー ス にな る と いう こ と であ る ． 事実，

基地から大陸 へ上陸す る と ， 沿岸20km，隔の ク レ パ ス 帯は別 と し て も ， 基地より約 220km 東

北地域， すなわち， テ ポ D n C 9月設定 ， 70°01. l' S , 43°06. 5' E ） 付近に複雑な地形が望

見 さ れて， ク レ パ ス 帯の存在が 明らかであ る ． こ れは， ソ 連隊の遭遇 し た 70°18' s ' 42 °04' 

E付近の大 ク レパ ス から判断 し て， こ の ク レ パ ス と 白瀬氷河源頭をむすぶ線が， 一つの大 き

な ク レパ ス 帯となっ てい る ように考え られ る



1 1  

図 5 内｜シt lJ（＜行ル ー ト

弓 居 然 j1J u 有 極資料

安 心 ， Jiそ f-j ｛貞妥ミ イピ 行 ι え な し 、 l�i ；本i立 と し

て は ， 外 国 ·fi�r取を参考 にす る こ と は｝＿ft �て

あ る か ‘ それ ら の 1青 山 を ←t iJHJ r し で も ， 三:i r1J 

子足 し た j’ ii二線沿 い の ノレ ー ト l 工 . J出：子 ， r._1 ,

氷 ， i由球物j可I の 各 f;IW LJ vこ と つ て
今
t土 了子芯、；f＇よ ／

ごI －－ ス て あ る こ と 1J: 己tめ て ：！1n 1啓す 之〕 が ， ク

レノ ハ ス 相 が 多 い ため ， 現千｜ り 大 ；1"1 ·::_1x －ト 1 / 1

KD60 J�IJ を ：I ＿ ）） と し た ブj (J， て は ， 払た ち の

が！強カ ‘ ら み て も ‘ 1 j 1�／J ＇ こ �Ji i/ff!J � う け る こ と

は 充 分 に 考 え りh る こ の こ と か ら も n水

内 ！人J l主2 ,,),'iJ7rりた ？ n=- 1· 1 ち 大l�11 i!:fJ iド と 小畑 り

f っ さ’ ＜ 1/ir fi-＼－ ；：γj 、 211! �＝l1 J · ヰ〔 ( i、こ と え ば K C20

11i'i KD20 主り を （JTJ-J=l すベ ぎ て は な い か と

考え る

I ;-J I；イ，· I；日，l}f l i 〆 ー ト 0 > 1た定fj', r1ふ 、 て か ら ‘ ！ 

-) ／ い ー ス j：ょ の 設終 」Ji 31三 し／,r， を 80 °S 雪 ι［（）O;)O' L 

と し た 当 初 の 52° E JlJ'. ま て fl く ， ， I 1fl1J 主：：ll z 

リ V ふう ア ヲ 旬。 E tlJ＇ に の っ て 山
一
｜ご す ら こ と

そ し て l 1 J-J う i i ， 昭和J,l、 地 を LI 'i 先 し γ

2,630km の 11!(.j査を ， 1�� ↓1 1ム終 了 す る こ と 泊 為て

き た

3,600m を こ え る 1J�1塗 の 台地 を ． , ,A ('1 の

雪 i 111て 踏 岐 て き た こ と は ， 色 々 の 原因カ h

考え らバ ペ3 W 8 次 ｜ほ と し て ｛ 土 と く に 句 集 条 ftを rrrtl し て ， 点 夏 を泣 ん て 行 動す 乙 ）；討 を と

っ た よ h i j、 太陽 市自身 J ，�＿：： 一 口 1-{-t _1_ け る こ と ／J s {-j ,t i］て あ り ， ま た プ ラ ト 一 刀、地カ ‘ り の l市、ほ こ 、

l 1 月 中 旬 に ！�，＝ る と ！大J l2i� v） 気？mt も － 50° C どと ｜、 ら な い こ と か わ か っ た か ら で あ る

そ の よi'1 � I ‘ JA r i 1-p の 最低気（i'11i も － 45 ° C を ト る こ と も な く ‘ ま た す i Tt1 を は L、 め ‘ fiJ,! /)I ll許
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器機 も ， 低温のために故障を おこすこと も な く 順調に作動した．

この旅行計画では， KD60型雪上車の燃費を往復平均 1 .5//kmと想定していたが， 7s0s か

ら南下して 什 く と， 雪面が柔らかし 、ため， 燃費が増大して く る ので苦患した （往復燃費平均

1 .78//km) . 第 9次隊の燃料を テ ポ す る 任務を帯びていたので， 子持ち燃料は充分にあった

が， 燃料補給につ い て ア メ リ カ 隊と交渉したところ ， プラト 一 基地で 軽油 3 t を 供給して も

らう目算がたったので， プラト 一 基 地へ到着す る こ とかできた． そして 重力 えに ど 両基地の基

準点を結ぶ こ とに も 成功した

なお， 第 8次隊の使用した大型雪上車 KD601 号 ， 602 号， 603号 の各車は， それぞれ細部

の構造が異な る テ ス ト車であったので ， 旅行出発にあたって は， 非常事態に備え る こと も 考

慮した あらか じめ出発 ま でに， 75°S ま では マ ラ ジ ョ ー ジ ナヤ法地 ， 1s0s 以南か らはプラ

ト ー 墓地 と 毎 日 突信をと り ， 非常の際 には航空般の 協カを求め る 打 合せ も 行なって おいた

日 本隊 と して初めての長期内陸旅行を実施す る にあたって， ソ 連 ． ア メ リ カ の 各隊か ら 受け』

た協カには， 心から感謝してい る ．

当初予定して いた地磁気子午線沿いの調査は， 帰路 テ ポ DII付近か ら 約 1 00km遅む方針て

あ っ たが， KD601 号およびKC20 ( 1 2 号車） が それぞ れ故障 を おこしたため ， 取りや め ざ る

を得なかったのは残念て、あった

なお， 本旅行で第 9次隊の極点往復 調査旅行用として， 燃料その他約 10.5 t の物資を デ ポ

する ことがで き， ま た内陸旅行にとって参考にな る 幾多の 資本初i得 られた．

表 5 内 陸 旅 行 隊 編 成 表
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表 6 第 9 次 ほ 用 テ ポ 物 品

t与 名 規l:l nn 

-J；
＇ 、； 1J ソ

ケ ロ ジ ン 4 ' 1 2かん

食 慢

管 1 50本
I f ', 実J

史予3
Rヨ

ニ ト ラ ト ロ ン ｜ 20kg 2箱
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一一 一 一 一 ← 一一 一 一一 一 一 一 一一 一一

l 大 Jャ「， り 木 製 l f1 、

界！ ，、；，－f、Fー り ’f 1 .lム二I

1壬 200 l 27-;-,tミ

F l 22 /700 01 . l 'S 
カ ノ ン ／／ i 木43 °06 5'E 
不 (}{! il>く 1 8  l 2木

ケ 「1 ノ
、
ノ 0 6 l '.36か ん

S
E
 

9
3
 

nU
F3

 

nv
nν

 

1
2
 

HJ’

4T
 ，，，g，‘‘、、、、

dT
 
OO

 
l

 
pr

 

』久 ：ト 1 50木

梓 (Ill I 
200 l : 3木

タ ー し ン オ イ ル i 1 8  l 

(111 200 l 

う木
う0,4(

2木

2�1司

l ヰ，：

不 i点 /(1,� :wo 1 

F323 42o58'E ノ 、 y ア リ 日DS

日 硫 吋パプろロ〈 1 8  / 

�. ；.. ー ォ イ ノレ ／／ 

1p,f {ft] 200 l 

F4 1 4  2 a50'E 

(1� 0
山F5 l 8  07,E 

。7 。 川F568 l 025 ,F. 

f仁』T 

3か ん ' 60 

4木
I

800 

制ミ l '.!U 

l 本；

fl、

トiZ

占、

円山山

イhJ一
司

F号

凍 液 ｜ 200 l 

〔南極資料

重 量 kg

360 

50 

224 
‘F 

40  

1 ,  200 

650 

5, 400 

1 80 

% 

2 '"i 

36 

600 

4 ( )  

1 2  

100 

200 

1 40 
'W 

240 

200 

エ ン J ン ォー イ ノレ ド ラ ム か ん入 80 
一一一 ← ー

車王 (l臼 200 l 6 l , 200 

)1� ノc 木 製 6う（）

ケ ロ ン 0 6 I '36力、ん 25 

1 2 , 870kg 



No. 33. 1968〕 第8次南極地域観測隊越冬隊報告 1 7  

この旅行 中実施した観測項目は ， 気象 ， 雪氷 ， 地磁気， 人工地震， 大陸地形な どの観測と ，

地球化学用の氷採集などであ る ． 図 5 に旅行ル ー ト と観測点， 表 5 に旅行隊編成 ， さ らに表

6 に第 9次隊用 デポ物品を 掲げ る ．

5. 設 営 部 門

昭和基地の再開第 2 年次の設営部門計 画としては ， 建物の増設 に重点が おかれ ， 管制棟 ，

新観視IJ棟， 気象放球棟 ， 食堂棟， 作業棟な ど 5 棟が新設 さ れた ． それ に伴い， 観測器械類の

移動 ， 居住区の変 動な どが行 なわれた ．

新観測棟には超高層大気物理部門 （宇宙線 ， 極光， 電波科学 ， 地磁気）， CB 棟（旧食堂棟〉

には地球化学， 生物の 2 部門， G 棟 （！日居住棟） には 自 然地震 ， 地理の 2 部門と医療室が割

り当てられた

1967年 2 月 6 日， 「 ふじ」 が離岸した後 も ， 第 7次越冬隊の 4 名と ， 第 8次夏隊の 9 名 が

2月10日の最終使 ま で基地にと ど まり， 建物施設の整備ならびに観測器械類の移転調整作業

な ど に協力してくれたので， 2月中旬には観測体制を軌道にのせ る ことができた． また基地

全般の整伯作 菜 も 天 候に恵 まれて， 2月下旬 には終了した．

）長地施設の迎営は， �1 7次越冬｜家の方針を踏襲し ， 一年の越冬生活を大過なく送 る ことが

できた． しかしな がら， 第 8次隊の経験した問題と運営状況について， 若干報告しておく ．

5. 1. 水源の問題

基地の施設が近代化してく る と ， 水の消 費量 も ふえ， 第 7次隊からおよそ 1 日 l 人当り60l

と なってきた ． これは再開以前の越冬生活に比べ る と 6 倍近くの量を示してい る ． 従って基

地の水源碓保は越冬生活に と って大切な 問題とな って い る が ， 現在でも 夏季融氷期の対策 は

充分に検討の余地があ る ． 昭和基地では ， 夏 に な る と基地南方の水くみ池を水源としてい る

が， 第 7次隊の建設した 夕、 ム が決壊したため ， 第 8次隊としては 2月下旬になって水源を失

い， 深刻な状態となった ．

この対策 と して ， 東 オ ン ク ノレ 巳 に あ る 池や海氷上のパ ド ル を 調査し， 3月中旬から基地南

西方向のバ ト ル 水を利用す る こと にした ． 電離棟西側のル ー ト を 簡単に ブル ド ー ザ ー で整地

し， 給水車 ウ ニ モ ク を往復 さ せ る ことが できた ． この付近のバ ド‘ ル 水は， 従来利用したこと

がな かったが ， 充分に役立つことを 知った ．

ミ のパ ドル水を 利用してい る うちに， 10 kl 造水槽付近 に ドリフ ト がた まり， 4月から12
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月 までは融雪によって水源を確保す る ことができた ． 第 8 次隊は ， 越冬初期 に 水 く み池の護

岸工事を行なって ， 現在は貯水に成功している が， 本格的な夏季の水源対策をたて る 必要が

ある ． それと共に ， 将来の基地造水問題として， 海水蒸沼装置とか ， 遠隔の池からの引水パ

イ プの設置などを考え る べきと思 う

5. 2. 電 力 問 題

第 8次隊は， 越冬計画の段階に お い て 也力需要量が増大す る 斗 と が子組さJれたので ， 良質

電源を必要とする 観測部門には！日発電棟にあ る 20KVA 発電機を ‘ また 一般｝丹 江とには 第 7

次l誌が設置した のKVA 発電機を電源とす る 方針 を と っ てい た

しかし， 現地では配線 コ ー ドの不足などの事情 も あ っ て ， 取りあえず、 20KVA 電源は レ ー

ウ ィ ン ゾンデの水素発生用にのみ使用する こ とでスタ ー ト した ． と こ ろ が 45KVA から観／JIIJ

電源をと る と ， 予想以上に ノ イ ズの発生が多 く ． 超高層物血部門に は 大きな 支障が あ る こ と

が認められた そのため， 電力委員会で検討の沫 ， 超高層部門が具、 ま っ てし 、 る 折観測棟と 、

さらに， 電離棟 （リオ メ ー タ ー ， 電界強度， 空電用のみ〉， 気象棟 （MAMS 用のみ） ， G 棟

（自然地震用のみ） ， CB棟 （赤外分析計用のみ〉の各棟ヘ 折た に 20KVA か ら の配線 を 行 な

い， 3 月 中旬から 20KVA を常時運転に切苔え ， ノ イ ズ発生を 防 く こ と に成功した

こ の結果 ， 45KVA 発電機は ， ノ イ ズに関 係 さ れない観測部門と一般 用電力に使用 さ れた

わ けだが， 正午近 く には 電力使用 量が43KVAを前 後 し， ま た ピ ーク時に は た ひ た び45KVA

をオ ー パ ー す る こと も あった こ れは気象用の水宗先生装置の連転 ， 炊事の辛陥 銚 了 と の

定時交信が重なる ためで、あって， i�:i也の発電機容量の不足を痛 感し た

その対 策と して ， 室内通路の照 明電球は全面的に電球をかえて ワ ッ ト 数を小さ く す る とか，

間 引きを 行な っ た さらに ， 他の熱源に替え う る も のは， 電気を 使用しない ｝； 針をと っ た ．

たとえば， 電熱器の使用を厳禁し， 食堂の湯沸し等は越冬を通 じて石油 コ ンロを利用す る こ

ととした ． 第 8 次隊が電 力需要量を調査した結果から， 少な く と も l OOKVA の発電機を設

置する 必要がある も のと考える ．

5. 3 保 安

基地生活においては， 越冬初期に作成 した墓地内規を じ ゅ ん守して， 安全第一主義の方針

で運営された と い／こ屋外の個人行動を制限 し ， また海氷上の歩行あるい は雪上卒走 行 に d
づ

いては保安担当の石 田 完隊員 （雪氷担当） の指示に従 う こ ととした ．

保安対策として， 基地周辺にはライ フ ロ ー プを活用した りi観点lj棟， 電離棟な ど メ イ ン ベ ー
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スか ら遠く離れた施設 を 往復する 隊員のために， 2 重の ラ イ フ ロ ー プを 張り， 風で吹き飛ば

され て も次の ロ ー プで確保できる ように配 置した． ま た地震計室 ， マ グネ小屋， 送信棟， 作

業棟， そして 旧 車庫な ど， 担当隊員が必要に応じ て 往復する 建物へも ラ イ フ ロ ー フ。を 張 っ た．

そのほか， 主風向 を 考えて， 新観測棟の北東例 ， 電離棟の南西側にも広範聞に ロ ー プを 張り，

荒天時にブf位を失っ て 基地か ら離れた場合に も ， 最後には ロ ー プで確保される よう配慮した．

荒天時にはとくに単独行動を禁止して， 食堂への往復な ど も複数で行なうことを 実行した．

そして 食堂棟と電離棟， ある い は 新観測棟の聞を 移動する 際には， 必ず電話報告を 実行した．

フ リサ ー ドの殺 しい と きには， 気象担当のJ I [口隊員の判断に よ って外出禁止令を出すことと

し， 隊長か ら遠隔棟の住人に電話連絡を行な っ た． このために， 電離棟， 新観測棟にはあ ら

かじ め 非常食を 配給して おいた

基地か ら 1JI�査ある は 散歩に出かける と きには， 申告a1リ をと っ た ． こ れも一， 二の 例外があ

っ たが， きめ て 良く守 られた． 一般的に基地内規が 良く守 られて， 各人が安全な行動をとる

ことに細心の注意を払ったと考えている ．

第 8 次 l設は， 初め て の試みである が， 街灯を設置した． 電離棟一通信棟間， 新観測棟一 旧

発電棟f}\1， 食堂棟一 作業棟問な ど にi；生け られたが， ブリザ ー ドのような 荒天時にはきわめ て

有効であった ．

非常事態に備えて ， 各棟へ防火用具の配置， さ ら に火災訓練な ども行なった ． 非常小屋と

し て飯場棟を 指定し ， 個人装備 を 分納し， さ らに非常用装備類を格納した

5. 4. 生 活

従来通り， 毎日 2 名の隊 員が当直となって， 内規に従って作業を行なった 食前， 食後の

食堂掛り， 食堂煉の｛古 掃， コ
、 ミ 捨 て， 便所掃除 な どである ． 食後の食器洗いは炊事担当者が

引き受け て くれたので， � 8次 i家 は当直者が行なわなか っ た． 食事時聞を厳守したので， 当

直者が後始末に時間がかかり困る ような こ とはなかった

食堂棟が新設されたおかげ
、
で， 生活環境はきわ め て 良くな っ た． 茶菓， ア ル コ ー ル飲 料な

どの段取， レ コ ー ド， 音楽， 娯楽な どは， 食堂棟内のサ ロ ン を 利用して気兼ねなく楽しめた

が， これは精神的に も プ ラ ス となった 個室の改善が行なわれれば， 基地生活はさ らに向上

する と思われる

食 事について も ， 3 つの冷凍庫が順調に運転して， 冷凍品が完全に貯蔵されたので， 満足

すべき状態であ っ た 冷凍庫につ い て は， 将来大きな容積を もつものが一つ必要では ないか

と思う． これは各次の越冬隊が持参する 冷凍品が毎年次年度へ残され る が， こ れが現状では
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容積の関係て保存できない 第 8 次｜な は， ヵ 、なりの第 7次隊の冷凍 ！日 を 欣来 し たか ， 一考を・

要す る と思 う ．

初めての試みとして， 冷凍パ ン を持参 し た 主と して旅行食に使用したが ‘ きわ めて能ネ

的である と 考える ． 今後， 冷凍庫が完備されれば， 冷凍パ ンを携行す る こ とは有効では な し 、

かと思 う ．

水の補給は， 越冬の大二iこは IOkl 造水槽への雪入れ円 未：に よ って ま かな っ た ． こ の雪入

れ作業を 昼食後全員作業て約1 0分間行なったが ， 全員て毎 日 共通作業を する という点と， 1生

動不足になりがちな冬期の健康管理の点で良かったと思 う

5. 5. 夜間 当 直

保安に関連する こ とであ る が， 主l：！：也の施設が大き く ／記 ったのて， 不寝番をおいた こ と につ

いて付記す る こ れは， オ ー ロラ， 気象部門の隊員 も 午前 3 時頃 ま て』ま起きてし 、 る が， ［!Jj け

方になる と就寝して し ま う ために実施す る 方針を と っ た

最初， 発電院が ！日発電棟と新発電棟の 2 ヵ 所にあ る た め ， 機械担当者を午前 3 1時 ま て ワ ソ

チ させる こ とにした これは越冬初期ては， 政府民関係の仕事 が昼間 多 く て 担当者を 必要 と

したためで、ある ． と こ ろ が， 20KVA を観測用電源として’品 時 也恥 L， て 1 1 り も な く ， iii I士J異 ’i'TJ

と昇と思われる 停電を お こ し， 送電先の関係観測装 置に も ぬ手？ を 与 え る ι l i ii支が発生 し た ．

こ の結果， 基地の発電段の状況から判断 して， 発電械の終日 ワ y チ を （ J な う こ とに 決め ‘

あわせて夜間jの巡視を兼ねる こ ととした ． 機械担 当者ぶ交代て こ れに あ た っ た . 1 1月か ら 行

なわれた大陸旅行中には， t1械担 当者が 2 名 とな っ たのて， ft�／｝11]関係の｜ぷ 員が交代で tr.i f二i 1 

名， 深夜 ワ ッ チを引き受けた． 現在， 基地の発電機は， 離れた 2 つの建物て迦転されてい る

が， 保安の立場からみる と， 早急な改善が望 ま れる ま た基地が広大化 し た現状で、は， 不寝

番を 置 く 必要がある ものと考え て いる ．

5 6. 倉 庫

昭和基地にも， 次第に各種予備 品などが貯蔵されてきてお り ， こ れを 整頓 してス ト ッ ク す

る こ と は， 経済的に も 大切な問題てある と考える． 今 ま てのよ う な臨時倉庫を早急に本格的

な 倉庫に切り替える べきと考える と く に 日 用 品 ／主 ど小物知の多L 、装備 部門， ある L 寸土 小 さ

な部品の多いt:J:械部門の担当者に と って， 物品が整理されてし 、 る こ と は ， 'J5 を 省、 く 点が大き

．
 
、1V

 

かなりの末｛吏用 1 1
1→i
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させられた ．

6. 国 際 協 力

6 1 .  ア メ リ カ査察団の 来訪

1967年2 月 19日 9 時25分頃 ， 2 機のヘリ コ プタ ー を 昭和基地に迎えた ． こ れは ， 南極条約

に基づいて各国基地を訪問中の ア メ リカ査察団の一 行で ， Mr. Frank G. Sisco （団 長 ，

Office of International Scienti白c and Technological A汀airs ， 国務省） , Mr. Merton 

E. DAVIES 〈宇宙工学， ネパ 夕、大学） , Col. Ernest F. DUKES 〈航空 ， Arms Control and 

Disarmament Agency) , Mr. Karl W. KENYON （生物， Fish and Wildlife Service) , 

Mr. Cyril MuROMCEW（地質 ， 国務省〉の査察 団 5 名 と ， ヘリ コ プタ ー 乗組 員 4 名 であ っ た．

国務省発 行の査察団であるとし づ 公文書を示された後 ， 団長の要望に応 じて， 1 0時15分か

ら食堂棟て隊側の観測 ク ル ー プと ミ ー テ ィ ングを 聞き， 日 本隊の概況と観測計画の説 明 を 行

な っ た． つい で基地施設の巡回を ， 新観測棟一電離棟一作業棟一新発電棟一 ！日発電棟－G 棟

一放球棟一通信棟一気象棟－ CB 棟の順序で行な っ た . 13時昼食後， 種 々 の情報交換を 行な

rf) 

宅設

ぷコ

S1g口y (March 2) 
SANAE (Feb 25) 

、r.-

• Pole Station 

」、〈、.-,,:p,r- 'Dumont d 'Un 1lle 
(Feb 1) 

from W elhngton 
to W elhngton (N z ）

。

(N Z )  

図 6 ア メ リ カ隊の査察 コ ー ス お よ びその 日 程
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っ た末 ， 1 4 ！！主帰途に つ い た ～ イj / t ， 科学者が 中心であ る の て ． 観測す；J械や そ の 実施状況に

関心が深 く ， 短IJ-1 !UJ て は あ っ たが熱心 な 質 問 も 観測 ク ル ー プ に 吋 し て 行 な われ ， 友好裡に こ

の 査察は終 っ た

こ の 来訪は突然で あ っ た の で 、 ヘ リ コ プ タ ー の 飛米に；：仁湾か さ れた が 、 こ の 前 日 の 1 8 日

15時 1 5分頃 ， 2 {t史 の ヘ リ コ プ タ ー が偵長 の た め基地上空を 1 0分間旋回 し て し 、 た の て ， ア メ リ

カ ｜家が近 く に弘近 し て い る こ と は 予知 し て い た 一 行 は ， J;l.;地北方50dH旦 ま て 進 入 し た ア メ

リ カ 砕氷船 「イ ー ス ト ウ イ ン ド号」 か ら飛来 し た も の て ， あ ら か じ め マ ラ ン ョ ー シ ナ ヤ 基地

に訪山予定の電報を 託 し た と の こ と であ っ たが ， それを 受信 し た の は 、 査察の終 っ た 2 月初

日 であ っ た こ と を 付記す る ． ア メ リ プJ は の 査長行 動計路以i を l5fl G に示す

6 2 外国基地 と の 通信状況

気象 テ ー タ の 通報 ， あ る い は 外国法地 と の むl{}ll） テ ー タ の 交換 な と は ， ね；未通 り そ ー ソ ン J1L

地 と の 1 日 5 回 の 定時交信に よ っ て 行えに っ た 第 8 次｜みは ‘ ）ill信土 合 同 め て 2 名 山冬 さ せ た

の て ， 従来送信 し な か っ た ooz iヰ の気象 テ ー タ 七 ， モ ー ソ ン基地へ送 る こ と と し た

お ， 大｜主主旅行 に通信士が l 名参加 し た72 日 間は ， 0600Z 時の気象テ ー タ の 送信 吉 取 り や め て

い る ．

大陸旅行中は ， 旅行隊 の 気象 デ ー タ （0900Z 時〉 を 昭和基地径 出 ， 要望 の あ っ た マ ク ス ←

ド ， マ ラ シ ョ ー シ ナ ヤ 五i也 な と 各クト IJ司＝J;kl也へ通報 し た

モ ー ソ ン 基地 の 他には ， マ ラ シ ョ ー シ ナ ヤ 基地 と 毎 日 定時交信 を 什 な っ た ． 第 7 次1siミ カ ‘ （ 1 

な っ て い た南 ア 基地 と は ， 先方の 事 情で交信を 行 な わ な か っ た

定期的に観測 テ ー タ を 交換 し た部門は ， 年間を通 じ て 宇宙線 （ モ ー ソ ン j占J也〉 ， 地磁気 K

イ ン テ ッ ク ス （ 南極点 ， ミ 一 ル ヌ f ， モ 一 ソ ン ， ス コ ツ ト の 各2

ト、 ， ス コ ツ ト ， ミ ー ノレ ヌ ィ ， ウ イ ル ク ス ， テ ュ モ ン 。 テ ュ ル ピ ル の 各基地 と USCGS） な と

で あ る

国際 協力に よ っ て 実施 さ れ て い る 南極観｛l\lJでは ， 越冬中 に 観 ／f!IJ テ ー タ を 活発に交換す る こ

と は ， H 本隊 の 観点IJ状泌 を 各 悶 の科 学者に理解 さ せ る 上で ， 忌ムの あ る こ と と 考 え て ， 首極

（！＇；）に 什 な っ た こ れ ら の うえ：信 に つ い て の通信業務は ， 2 名 の 通信土か分担すれば大 き な 負担

に な る も の と は 思われ な か っ た

TUWDS C 世界警報本部〉 か ら の 通祇は ， マ ク マ ー ド基地か ら そ ー ソ ン 沌 1:Jq て 毎 日 受信 し

た . Geoalcrt, adele1 t ,  geomagnetic activity forecast 江 と て あ る
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6. 3. 外国基地訪問

第 8次隊は，冬季の東 プ リ ン ス ・ オラ フ 沿岸 調査旅行のさい， ソ 連の マラ ジ ョ ー ジナ ヤ基

地 （67°40'S , 45°50'E） を訪問 した . 1967年 8 月 22日正午同基地着 ， 4 泊の後26日1 0時帰途

についた 基地訪問の ころ は，気象状況が き わめて悪か っ たが，雪上車で送迎を し て くれ，

ま た滞在中は心からの歓待を う けた． と くに観測部門や 内陸旅行についての情報交換な どは

有意義であ っ た ． ソ 連隊の Mr. J. M. TITOVSKY 隊長以 下60名の隊員 と ，ア メ リ カ 隊交換

科学者 Dr. E. E. MACNAMARA の厚情に厚く感謝する 次第である ．

ま た，l l 月 から実施 した内陸旅行のさいには， ア メ リ カ 隊の プラ ト ー 基地 (79° 1 5'S, 40° 

30'E） を訪問 した. 1967年12月 1 4日正午， 同基地着， 5 泊の後 19日1 0時帰途についた． 同 基

地には，オ ー ス ト ラ リ ア ， オ ー ス ト リ ア ，ベ ル ギ ー な どの科学者も滞在 し てい て，情報 を 交

換する な ど有益であ っ た 滞在中 ， 雪上車の大整備 と 休養を行な っ た後，燃料 3 t の補給を

受けた． この ト ラパ ー ス の実施にあた っ て ， 同基地の協力には心から感謝する 次第であ る ．

6 4 そ の 他

I 1月からの内陸旅行の実施にあた っ て は， ソ 連，ア メ リ カ，オ ー ス ト ラ リ ア の各隊 と 密接

な連絡を と る こ と がで き，その協力をえて心強か っ た ． と くに非常のさいには，米 ・ ソ 両国

隊から，航空機による サ ポ ー トをうける話合いもえられて，航空機をもたない日本隊の長期

旅行関係者には，心強い精神的な支え と な っ た ．

ま た， ソ 連越冬総隊長の Dr. Vladislav GERBOVITCH （ ミ ー ル ヌ ィ 基地〉，プラ ト ー 基地

の Mr. James B. PRANKE からは，再三にわ っ て 内陸情報を う け た． こ れは 内陸 ト ラパ ー

ス の経験に浅い日本隊に と っ て大いに参考 と な っ た． ま た長期の旅行に参加する l 名の医師

の問題についても， マ ラ ジ ョ ー ジ ナ ヤ基地の隊長から，急患のさいには，航空機で往診する

と い う 申出もあ っ て，南極観測の現状を改めて 認識 した次第で、ある．

7.  故福島紳隊 員 の 帰還

7. 1 . 発 見

1968年 2 月 9 日16時30分， ま め島北東の対岸，西オ ン グル 島33m標高点の西方海岸で，福
島隊員の遺体が発見された（図 7 ） . 当日午後から，西オ ン グル 島へ地質調査に出かけ て いた
第 9次越冬隊矢内桂三隊員が，白 色の岩盤に目を と め，ハ ン マ ー をも っ て 飛んで、行 っ た と こ
ろ ，その岩かけ

、
に福島隊員が横たわ っ て いたのを発見 したので、ある ．
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図 7 福島隊員遭難地点

この報は， 当時 すでに 「ふ じJヘ移乗していた第 8 次 J立冬ほ に も ， 22時の交信の さ い連絡
があって ， 船内では直ちに善後設か協議 さ れた そして 昭和基地の村山隊長 と も打合せの私

果， 次の方針を決定した．

遺体収容についての方針 （ 2月9 日 24時案）

a ） 本件は， 第 8次越冬隊が主務となり処置する

b ） 遺体は， 現地てだびに付す

c ） だびに必要とす る 資材は， 主として雌側で準備 し ， 現地へ空輸す る

d ） 遺休処理終了後、 越冬交代を行なう．

以 l二の方針は， 艦長は じ め権側の協力を得て決定した も のてあ り ， 直ちに 、 諸準備が徹夜

で始められた
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7. 2. 経 過

2月10日 8 ll�，予定通り 「ふじ 」 か ら鳥 居以下関 係者 7 名 かヘリ コ プタ ー で 出発し， 現地

上空を旋回後基 地へ到着し， 村山隊長 ら が 同乗して現地か ら 小 山を一つ越えた積雪 ーとに着目て

した ヘリ コ プ タ ー は， その後基地を l 往復して残りの関係者と諸機材の運搬を完 了した

午前 9 時， 全員がそろ って現 地へ行き， 黙と う を捧げて涙の対面を行 なった ついて、広倣，

小林の両医 師によって検屍が行なわれた． こ の間，鳥居，大瀬 （第 8次） と村，＿u， 大久保侃

（第 9次〉 の 4 名 と， 報道関係者 4 名 が立ち会った 他の隊 員は， ヘリ コ プ タ ー 着陸点付 近

て， ゃ く らを組立てるなど， 火葬の準備にあたった

検屍のさい， 小林 ド ク タ ー が腕時計をはずし，鳥 居が 受取ったとき，指針は 2 時25分10秒、

を指して い た が， 受領後 2 ～ 3 秒してか ら突然 カ チ カ チと音を たてて動き出した 遺 1
1
1�＼とし

て ， 頭髪若干， ズボンのパン ド， ボ タ ン， 肴衣の .J ARE マ ー ク ， それにオ ー ベ ー ス ポ ンの

右ポ ケ ソ ト 内にあった チリ紙などを収納した

遺体は頭部を包 帯で まき， 析しい 白 布でつつみ， 羽毛の ン ュ ラフに収容した 1 1 11寺， 全 員

黙と う の う ちに鳥居が点火してだ びが始 ま り 、 1 3時納骨 を 行 た っ た その11\1連邦現場 、 さ ら

に火葬現場にも ケ ノレンを つんで現地を後 にした

遺骨は吉田 隊員が背 負 い ， 1 61 1年昭和1地へ帰 還した 糾］遺族か らのlE fnもあ っ たのて ． 辺

骨の一部は基地の福九 ケ ルンに分骨 し ， l ?r時か ら 全員が参集して慰霊祭を 竹 な っ た 遺骨は

隊長室へ安置し， 2 月 1 1日 9 時， 最終 ヘリ コ プ タ ー によって 「ふじ」 に伺 っ た そして ケ ー

プ タ ウ ンか ら空路帰国した第 8次越冬隊か ら ， 3 月 1 3日午後 6 時 ， 羽 ！ 日 空A て 御尊父に逃r百

を 御渡し し た

7 3. 後 記

福島隊員は， 1 960年 1 0 月 1 0日午後 1 時半す ぎに， 基地の食堂棟 （況在の CB 棟〉 を後にし

て以来 7 年 4 ヵ 月 目に発見された 福島隊員の捜索は遭難当時よりひん繁に行なわれてきた

と く に ， 今回発見された付近は， 第 4次越冬隊によ っ ても度 々 捜索されており， ま たW 7 (1く

;I立冬！設 も ， 主 め .i:.11 北東のぬ氷上て、水没した雪 J 1ftを 点 検す る た め に 、 ，！立冬 1 1 1 しは L ifR復通

,;Jillしてい ろ

今 ま て ？と見 で き なか っ た最大の原 因は ， 1J l
、か ． こ ｝l は， 着了ミの状況やj皐休 の f来存．状tl�カ￥ らHt雲ミ して， J主イイ＼ が 長j明問露P日1してい たものて

J土 ないこ と か ら し だl定 て き 乙 今イ｝ の夏 it 、 ！！日 平「JN, J山の／石川 が き わめて而 く ， 1 2月 9 日 に は



:Ib 品 店 主；l； 也

プ ラ ス 8. 1 ° C： の最正k気ii品 も 記｝，J〔 し た そ の ためrMi

ラ プ ト ブ亡の3fi 1骸： ま て 発見 さ わ〆 た こ と 当： ｛、j 己己す る

〔 白磁食料

今 回 の 遺体発見は ， 経過を み て も I'll附 さ れ る と t.!__I, ) ;J : '  :'I＂ く 偶 然 と も 二z え る し か し 、 在、

た ち 元み：� 4 次位冬似 て 彼 と 但 居 合 ，H， に し た 7 名か現地 に ！百 ｛i せ た と 主 に た 見 さ ！ し た こ と け 、

f11fか 拍 命 と し 、 う よ う な！占 じ さ え い アこ かせ ゐ も の が あ っ 7、こ

；仏た ち か － 番恐れ て い た こ と は 万 一込外か発見 さ れ た と き ， 外 向 そ の 他 の tf＂＼ 問 が あ り は

し な い β ‘ と い う こ と て あ っ た しカ 、 し三；づ士 な こ と には ， 左後ILfif;[3 のi干 の う し ろ に ， ご く Jっす

か な 外 ｛与が見 ら れ た た け－ －
c ， 他ば何 ら 抗［認を う け て い ふ い こ と て あ っ た こ の 傷 も ． 恐 ら く

ス リ ノ プ し た と き に 打 っ た も の と ！ど、われ る 仔 度 の も の て あ っ た ．

ま た ， J室 外 の 発見 さ れた地｝；う、 か ， 子i
t_地白 山 の ！白 枕距離 に し て 4.2km も 離 れ て � 、 る 所であ っ

た の は子山 外 て あ っ た i／�＼ ，1, ,1 , J；ま ft土 ， ：1w1 の 平均風速35111 と し 、 う フ リ ザ ー ド の II I て ， j三時間

二 わ た っ て ）iJ也 を ；jこ め て 先 I · し ， つ い に 精魂っ き て ， ス リ ッ プ し た ま ま ’I,;: ら かに 眠 り に つ L

た の て は な か ら う 泊 、

！ムた ち は ， r1i'1川 ｜弘 片 の 込 付、先凡 に あ た っ て 何 ら れ た ｛
＇
1 干 の 白 F i を 頼 り と し て ， ；� 11 11誌 の状 ｛h�

,:,_ tv! 1 1 ,I L て L 、 心 ケ f豆、 ， こ れ ら の ），1.j芥も ＇
1 沢 ／ト ， n;,1との I］ 本白 骨Hi.\l (}HJ I宅、に と っ て . tH Th な 教；JII

に le 乙 も の と 信 じて l 、 る . ，（� I） に 遣 し ん て 福，（＼隊 員 の御只福を祈 る 次 め で あ る

出 し ひ

お g 次J生冬 J＇.�， の概況rn ＋むを h な っ た ． 詳細 に つ い て は ， 文 部省南極木部光行 の 日 本南極地

j南側／lfll[抵 抗 8 次夏隊十IH\ ( 1 967年 ） と 治 8 次位冬隊c}IHlf ( 1 968｛［二〉 を あ わ せ て 参 照 し て い た

た く ． ま たも見<lllj (i i : J I I  J に つ い て は ， 今 後述次 研究l;x＿ 史が；，］IJ ,)'li と し て I I ＼ 主 れ る と 忠 ヲ

必 り に ， 抗 日 次越冬観測 の ゾ： bit£ に あ た っ て 品iH ri坪 と 御 協力を賜わ っ た JV－］ 係 各位 に 作 く 謝ち

を 述 べ ；；） . 

( 1 968年10月 5日受理〉


